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研究成果の概要（和文）：　深刻な困難状況を抱えても他者には知られたくない複雑な心理と、一方で自ら乗り
越えようとする力を秘め持つ”イマドキ”大学生の一面が明らかになった。同じような悩みを持つ大学生同士に
よるピアサポートとして、私たちが学生と取り組んできた語り場は、悩みや考えを気軽に本音で語りあえる場と
して、大学生活やメンタルヘルスの改善に寄与できることが示唆された。活動はさらに、多様な性と性別に焦点
化した語り場や、マッサージを取り入れた会などへと広がり、社会資源の少ない地域での需要が明確になリつつ
ある。大学生は語り場への参加体験を経て、同じように孤独に悩む人をなかまに迎える、他者のサポーターへ変
容することも示唆された。

研究成果の概要（英文）：　Nowadays nursing College students have complex psychology that they don't 
want others to know even when they have serious difficulties. On the other hand, it became clear 
that they had the power to overcome themselves.
　We have worked together with university students who have similar problems to create a place for 
peer support.It was a place where they could talk frankly about their worries and thoughts. It was 
suggested that it could contribute to the improvement of their university life and mental health.
It have also spread to storytellers focusing on SOGI and to groups that incorporate hand massage. 
The need for such activities in resource-poor areas was clear. It was also suggested that university
 students would transform themselves into supporters of others who welcome those who suffer from 
loneliness in the same way.

研究分野：看護教育、精神看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　”イマドキ”大学生の複雑でわかりにくい困難状況とともに、学生主体の語り場の意義、さらに大学生をサポ
ートしようと苦悩する大学職員の状況などが明らかになったことは、学生サポートを考える教職員や関係者への
貢献となり、学生・教職員の枠を超えて連携・協力してより良い大学環境をつくることの示唆を得たと考えてい
る。さらに、主体的にボランティア活動を行なっている学生が教員に求めるのは、相談役割であることから、学
生主体で、かつ世話係的に教職員が関わることが必要であるといえる。他者の健康支援職を目指す看護大学生
が、正課活動に居場所が見出せず、進退や存在に深刻な課題を抱える状況は、看護教育の再考の契機といえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 看護学生は他者の健康支援職を目指す一方、発達障害、アディクション、家族問題、うつ傾
向、多様な性に関する悩み、さらには自殺企図など自らの深刻なメンタルヘルスの問題を抱え
る学生も少なくない。しかし、沖縄県北部地域には学生が気軽に相談・対話できる社会資源が
なく、学内外の相談機関や医療機関にもつながらないまま、学業生活の継続が困難となる学生
もある。このことから、メンタルヘルスを専門とする教員や大学保健センターと連携しながら、
個人情報の厳守をルールとして、ほぼ月に 1回 2時間、語り合いの場“語れない想いの Bar(場)”
を開催してきた。学生による学生のためのメンタルヘルス支援としてのピアサポート活動であ
る。日常から切り離された場だからこそ、参加者それぞれの悩みや生きづらさの想いを語り合
い共有できる安心の場となっているが、このような喫緊の現状を明らかにし，その効果的支援
について実証された報告はなく、このようなことが明らかになることは，学生と教員双方にと
って有効であることが推測された。学生自身や家族、友人に深刻な問題を抱え、本人の意に反
して学業生活が立ち行かなくなる学生や、本来の役割を超えて解決できない学生の相談や対応
を抱え、心身のバランスに影響の出る教員らに早急に有効な方法が求められる現代において，
モデルを提示できるなど意義のある取り組みではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
 看護学生の問題特性を明らかにするとともに、今後予定している自己尊重や自己効力感の向
上(楽しむ場)、知識やスキルなどの対処能力の体得(学ぶ場)も含めて、Bar（場）の意味や参加
者への効果等を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 国内外の関連文献の調査により，大学生のメンタルヘルス問題への効果的支援を中心にレビ
ューを行なった。現在教員や大学保健センターと連携しながら学生が主体となって自主的に活
動している“語れない想いの Bar(場)”プロジェクトについては，毎回のアンケート結果の分析
と，参加者を対象とした半構造化面接による活動の意味や効果の検証を行なった。研究につい
ては、実践哲学や協同学習の専門家らの助言も受けながら取り組み、さらに学外からの参加者
や同様の活動を行なっている専門家などへのインタビューも行い，活動の意味の多角的検討に
取り組んだ。以上の調査・研究を統合し、モデル化を目指した。 
 
４．研究成果 
 1900 年代初めに欧米から始まったピアサポート活動は、国内外で一定の効果が認められてい
る。国内では 1900 年代後半から小中学校を中心に導入されている、大学におけるピア活動は学
習支援を中心に活用されている状況である。メンタルヘルスにおける学生による同活動の報告
はほとんどない。しかし、ピアが現代の大学生のメンタルヘルスの一つの鍵であることが指摘
されはじめ、実践報告が散見される現在である。私たちが学生とともにほぼ毎月開催した語り
場については、深刻な状況にあっても誰にも相談していないことが語られたり、語り場が安心
や満足感を提供し、孤独の軽減やお互いの変化につながっていることなどがわかった。これは、
私たちが併せて行なったイマドキ大学生の調査でも確認された。さらに大学保健センターなど
と連携し、多様な性に焦点化した語り場や、マッサージを取り入れた会も学生主体で始めたこ
とで、学生は多様な性に関して表出し語り合える場を切望していることもわかった。同時に気
軽に相談・対話できる社会資源が少ない沖縄県北部地域においては、大学生だけにとどまらず
高校生や社会人なども同様の状況にあることが参加者らの状況から推測され、活動の重要性が
示唆された。 
 以上のような活動に関して、毎回のアンケートや、開催の主体となっている学生や参加者な
どを対象にしたインタビューなどの分析から、その意味や効果を継続的に探究しているところ
である。研究は質的研究や看護教育、協同学習、哲学などの専門家とも協同して取り組んでお
り、関連学会にて順次報告しているが、研究の進捗が全体に遅れたものについては、現在継続
研究に取り組むとともに、学会等への投稿に準備を進めているものである。 
 以上のように、深刻な困難状況を抱える学生でも、自ら乗り越えようとする力を秘め持って
いることや、そのためには仲間と協同することや、そのような大学環境を整えたりサポートす
る教職員の存在が関係することも見えてきたところである。 
 また、活動は A大学内だけでなく、他大学や専門学校で開催する機会をいただき、参加者か
らは、A 大学での開催と同様の反響があったことなどから、活動の意義が A 大学だけに特化さ
れたものではないことが推測されている。 
 今後の課題は、現在取りまとめ中の研究などから、モデルを提示し、大学環境にとどまらず
社会に拓かれて学生・教職員が活動していけるようになることだと考えている。 
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